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研究協力者 国立A大学の大学生298名(男性 106名，女性 191名，性別不明 1名)を対象とし
た。対象者の学年は，学部 1年生 93名， 2年生 57名， 3年生 133名， 4年生 10名，博士課程後期
l年生 l名，研究生 1名，学年不明者3名であった。
有効回答者(分析 1) 研究協力者の内，意欲低下領域尺度に欠損のない者 292名(男性 106名，
女性 185名，性別不明 1名)を分析 1の対象者とした。有効回答者の学年は， 1年生 93名， 2年生
56名， 3年生 128名， 4年生 10名，博士課程後期 1年生 1名，研究生 l名，学年不明者3名であっ
た。有効回答率は97.65%であった。
有効回答者(分析2) 研究協力者の内，学校ぎらい感情測定尺度に欠損のない者298名(男性 106
名，女性 191名，性別不明 1名)を分析2の対象者とした。有効回答率は 100%であった。
尺度構成 (1)意欲低下領域尺度(下山，1995):全 15項目から構成される。 5件法 (1あてはまらな
い~5 あてはまる)にて実施した。 (2) 学校嫌い感情測定尺度(古市， 1991) :全 12項目から構成され















検討した。適合度の各指標はが (87.00)~ 259.37 (p < .001)， GFI~ .89， CFI~ .80， RMSEA ~ .08， AIC~ 
12940.08， BIC ~ 13061.41であった。いずれの適合度も良好とは断言できないため，探索的因子分析
を実施することとした。








確認的因子分析によって算出した。適合度の各指標はx'(84.00) ~ 230.26 (p < .001)， GFI ~ .91， CFI 
~ .83， RMSEA ~ .08， AlC ~ 12916.97， BIC ~ 13049.33であり，先述の 3因子解の場合よりもわずかに適
合度が改善した。以上より，意欲低下領域尺度の因子構造は4因子構造であることが示された。
第 1因子は ri恒m14・大学での時聞は自分の生活の中で有意義な時間である」や ri陪m12:大学で
Table1 
意欲低下領域尺度における因子数の指標
因子数固有値 MAP RM.湿A BIC 平行分析笠&::平行分析~
1 3.24 .031 .133 33 1.802 1.840 
2 1.97 .027 .105 -121 0.846 0.658 
3 1.75 .0♀9 .083 -174 0.546 0.511 
4 1.15 .034 .070 -169 0.162 -0.034 
5 1.04 .043 .052 -157 -0.0ヨ3 -0.090 
6 0.86 .056 .035 -131 -0.050 -0.226 








F1 F2 F3 
7朝寝坊などで授業に遅れることが多い .79 ー.12-.12 .56 .44 
8何となく授業をさぼることがある .79 .02 -.03 62 38 
6授業に出る気がしない .59 .15 .05 44 56 
10授業の課題の提出が遅れたり，出さなかったりすることがある .49 ー.09 .03 .23 77 
9大学からの連絡事項を見落としてしまうことが多い .42 ー.01 .08 20 81 
14大学での時聞は自分の生活の中で有意義な時間である(※) -.05 .80 .14 65 35 
12大学ではいろいろな人と交流がある(※) .ー03 .59 .1 .36 .64 
13大学にいるより，自分ひとりでいる方が良い 01 .50 ー.10 25 75 
15大学の中で自分の居場所がないと感じる 08 .45 ー.02 22 78 
1 学生生活で打ち込むものがない .16 .33 .00 .16 .84 
5大学で勉強することで自分の関心を深めている(※) -.09 51 49 
1教師に言われなくても自分から進んで勉強する(※) 35 66 
3勉強で疑問に思ったことはすぐに調べる(※) .ー08 .03 .22 .78 
4必要な単位以外でも，関心のある授業は取るようにしている(※) .03 -.06 21 79 
2勉強に関する本を読んでいてもすぐに飽きてしまう 15 -.13 .28 12 88 
因子間相関 F11.00 .27 .28 





No 項目 一一一且エ 共通性独自性
FI F2 F3 F4 
14大学での時間は自分の生活の中で有意義な時間である(※) .78 06 .21 -.16 64 36 
12大学ではいろいろな人と交流がある(※) .59 03 .13 -.01 36 .64 
13大学にいるより，自分ひとりでいる方が良い .52 -.04 -.09 .05 28 .73 
15大学の中で自分の居場所がないと感じる .49 -.15 -.09 .3 36 .64 
11学生生活で打ち込むものがない .35 08 .00 .08 17 .83 
8何となく授業をさぼることがある 02 .86 03 .01 75 25 
7朝寝坊などで授業に遅れることが多い -.10 .59 -.10 .25 51 .49 
6授業に出る気がしない 16 .58 10 .04 45 55 
5大学で勉強することで自分の関心を深めている(※) 32 .05 .69 -.13 56 .4 
1教師に言われなくても自分から進んで勉強する(※) -.04 .06 .54 14 33 .67 
4必要な単位以外でも，関心のある授業は取るようにしてい引※)-.07 .09 .45 -.03 21 .79 
3勉強で疑問に思ったことはすぐに調べる(※) 02 -.09 .44 09 21 .79 
9大学からの連絡事項を見落としてしまうことが多い 00 .03 -.02 .61 38 .62 
10授業の課題の提出が遅れたり，出さなかったりすることがある -.09 .10 -.06 .60 39 .62 
2勉強に関する本を読んでいてもすぐに飽きてしまう -.14 -.08 .21 .38 19 .81 
因子間相関 F11.00 .22 .05 .25 
F2 .22 1.00 .12 .48 
F3 .05 .12 1.00 .25 
注)(※)は原版での逆転項目を示す。
はいろいろな人と交流がある」といった項目に高い因子負荷量が見られた。これらの項目は逆転項




















あると推測される。全 12項目の尺度が l因子構造であるとは考え難いため，本稿では 2因子構造
を仮定し，因子分析を実施した。因子抽出法は最尤法，回転法はプロマックス回転を用いた。因子
分析結果を Tabl.6に示す。 Tabl.6で示された因子構造の適合度を検討するために，確認的因子分
析が実施された。その結果，適合度の各指標はi'(53.00) ~ 127.83 (p < .001)， GFI ~ .93， CFI ~ .95， 
且MSEA~ .07， AIC ~ 8793.48， BIC ~ 8885.91であった。比較検討のために l因子解を想定した確認的
因子分析を実施したところ，適合度の各指標はが (54.00)~ 194.54 (p < .001)， GFI ~ .90， CFI ~ .90， 
RMS.ι4~ 目09， AIC~8858.19， BIC ~ 8946.92であり， 2因子構造の方が良好な適合度を示した。以上よ
り，学校ぎらい感情測定尺度は2因子構造であることが示された。






且4 SD SE Min M.田歪度尖度 α 
意欲低下 37.59 7.87 0.46 18 58 0.09 -0.48 73 
学生生活意欲低下 11.49 3.68 凪22 5 23 0.37 -0.40 70 
授業意欲低下 6.78 3.15 且18 3 15 。“ -0.52 77 
学習意欲低下 11.27 3.05 凪18 4 20 0.17 -0.19 61 
注意散漫 8.05 2.48 0.14 3 14 0.21 -0.53 .52 
Table5 
学校ぎらい感情測定尺度における因子数の指標
因子数固有値 MAP RMSEA BIC 平行分析~平行分析~
5.368 .020 093 -117 4.273 4.145 
2 1.193 .028 069 -144 0.220 -0.045 
3 0.843 .042 065 -115 -0.033 -0.420 
4 0.742 .055 .倒6 -99 0.020 -0.397 
5 0.647 .077 .031 -71 -0.026 -0.416 
6 0.604 .110 .000 -45 -0.016 -0.416 




























3大学さえなければ，毎日楽しいだろうなと思う .71 10 .61 39 
6日曜(休み)の夜，また明日から大学かι思うと気が重くなる .68 ー.22 .32 .68 
2朝，なんとなく大学に行きたくないと思うことがある .嗣 ..25 27 73 
1大学に来ても何も楽Lル、ことがない .62 14 51 49 
7大学をやめたくなる時がある .61 .14 .50 .50 
11できれば，大学なんかなくなれば良いのにと，思う .58 18 50 50 
B大学にいるのが嫌で，授業が終わったらすぐ家に帰りたい .58 07 39 61 
12大学にいるとき，よくゅううつになってくる .52 .22 .46 .54 
5大学では嫌なことばかりである .50 17 39 61 
4私はこの大学が好きだ(※) .39 15 25 75 
10今の大学が嫌で，転学したいと思うことがある .04 .82 .72 .28 
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